
【１０月の行事予定】 
1 日（火）２年校外学習（天王寺動物園・お弁当） 原爆絵画展（校内） ICT ｻﾎﾟｰﾀｰ 

2 日（水）【特５】 

3 日（木）千里高校インターンシップ① SSW 教育相談  

4 日（金）千里高校インターンシップ② はなまるタイム やまばと訓練日 AET 

     １年生は、校外学習の予備日のためお弁当が必要です。 
 
7 日（月）委員会活動（前期ラスト 後期スタート） 

8 日（火）ICT サポーター 

9 日（水）【４限】オンライン集会 ☀太陽の広場 

10 日（木）５年林間学習（お弁当） 高中体育祭６年参加 SSW 

11 日（金）５年林間学習 やまばと訓練日 AET  
 
14 日（月）スポーツの日 

15 日（火）【４限】５年非行防止教室 ICT サポーター 

16 日（水）【特５】折り鶴集会 ふれあい昼食会（６年） 

17 日（木）４年校外学習（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｽﾀｼﾞｱﾑ/お弁当） SSW 教育相談 

18 日（金）３年校外学習（海遊館/お弁当） AET はなまるタイム やまばと訓練日 
 
21 日（月）【特５】【特６】 

22 日（火）６年陸上大会（お弁当） ICT サポーター 

23 日（水）【４限】 ☀太陽の広場 通級ｿｰｼｬﾙｽｷﾙ 

24 日（木）６年修学旅行  SSW 教育相談 

25 日（金）６年修学旅行 AET やまばと訓練日 通級運動あそび 
 
28 日（月）クラブ活動 縦割り清掃顔合わせ 音楽会シート敷き/イス/楽器搬入 

29 日（火）縦割り清掃スタート ICT サポーター 

30 日（水）【４限】 ☀太陽の広場 

31 日（木）【特５】【特６】歯科指導１・３年 SSW  
 

【１１月の主な行事予定】 
３日（日）高野台市民体育祭 ←学校便り９月号記載の日程から変わっていますのでご注意ください。 

６日（水）【４限】 

７日（木）連合音楽会（6－1 が本校の代表として出演します） 

１１日（月）委員会・６年卒アル写真撮影 

１５日（金）【特５】【特６】音楽会（保護者参観：２限 3・４年 ３限１・２年 ４限５・６年） 

１８日（月）クラブ・６年卒アル写真撮影 

１９日（火）４年校外学習（お弁当） 

２０日（水）【４限】 

２１日（木）６年劇団四季こころの劇場（お弁当） 

２３日（土）高野台子どもまつり AM 

２５日（月）～２８日（木）【４限】個人懇談  ２９日（金）【特５】個人懇談予備日 
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２５日（水）に児童会まつりがありました。３～６年生がいろいろな出し物を出店しました。子どもたち

はお客さんとして楽しみ、お店のスタッフとしてお客さんを楽しませようとはりきっていました。子ども

たちはまつりを楽しみにして楽しんで取り組んでいます。でもその中には、何をするか考えて、形にする

ために協力して準備して、うまくいかないことが出てきたらどうしようか考えて、当日は楽しく遊んで、

楽しんでもらおうとがんばって、しっかり後片付けをして。授業で学ぶこととはまた異なる、価値ある活

動がいっぱい含まれています。そして低学年の人たちはこうして楽しんだことが、自分たちがお店をす

る側になる時のモデルになり続いていきます。 

 

さて、「ネガティブ・ケイパビリティ」という言葉があります。意味は「答えの出ない事態に耐える力」。

精神科医の帚木蓬生さんによる著書をきっかけに広く知られるようになり、不確かな状況を過ごして

いく力として、コロナ禍の頃に注目されることも多くなりました。 

「答えの出ない事態に耐える力」とはつまり、「どうにも答えの出ない、どうにも対処しようのない事

態の不確実な状態に留まることができる力」であり、それは「なかなか答えが出なくても問題に挑み続

ける力」や「急いで答えを出さずに自分なりの答えが現れてくるのを待つ力」という意味でもあります。

多角的、長期的な視野でものを考えることはこれに当たります。 

反対に「ポジティブ・ケイパビリティ」は答えを見つける問題解決能力を指すそうです。「できるだけ早

く答えを出して、不確かさから脱出する力」、「問題に対してすぐに答えを出し『わからない』を『わかる』

に置き換えていく力」のことです。学校での教科学習のおける「わかった」「できる」などはこちらによる

ものと言えます。 

しかし、ポジティブ・ケイパビリティばかり重視し過ぎることは危うさを抱えています。早く答えを出そ

うとそれを優先し過ぎることで見落としてしまうものがあるからです。それには人間の脳が関係してい

ます。理解できないものが出てきたとき、人間の脳には「分かろう」とする性質があるため、すぐにそれ

が何かを決めつけて、理解したつもりになろうとしてしまうようです。現代は、ハウツー記事やまとめ記

事、マニュアル本など、「分かる」ことに照準を合わせた情報が溢れています。それらが求められるのは、

悩まなくてすむから。また、何かを切り捨てた明快な言葉には勢いがあるから、メディアでも人気が出

ます。ＳＮＳなどでの不寛容な主張、論争で優位に立ったりするもの。でも、そこには落とし穴がありま

す。決めつけであったり、見落としであったり、切り捨てであったり、わかったつもりであったり。 

知れば知るほどなぜだろうと思ったりわからなくなったりすることもあります。簡単に答えが出ず迷

い続けたり考え続けたりすることはしんどいです。でも、そもそも世の中は明確な答えがある問題ばか

りではありません。むしろ人間社会では、解決できない問題の方が何倍も多かったりします。だからこそ

答えが出なくても問題に挑み続ける力「ネガティブ・ケイパビリティ」も子どもたちに育んでほしいと考

えます。 

６年生が修学旅行に絡めて取り組んでいる平和学習。これも簡単に答えがあるものではありません。

むしろ簡単にわかったつもりになってしまわず、いろいろなことを知ってじっくり立ち止まってほしいと

思います。友だちとの関わりや行事に向けての取組など、じっくりとていねいに向き合っていくことが

２学期の学校生活にもたくさんあります。ぜひぜひすばらしいものにできるよう気持ちの準備をしてお

いてほしいと思います。 

１０月１日より、体育館で
空調（冷暖房）が使える
ようになりました。 


